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1. はじめに 

本工事は、銅山川流域肘折地区において、平成２４年４月から５月にかけて発生した２回の大規模

地すべり性崩落による斜面の、さらなる崩壊防止及び安定化を目的とした対策工事を行うもので、風

化した岩盤がブロック状に崩落する恐れのある法面上部に対して、吹付法枠工(F300 A=2,429m2)及び

鉄筋挿入工(D19 L=4,000 N=716 本)を、堆積した崩壊土砂が再移動する恐れのある法面下部には、吹

付法枠工(F500 A=1,066m2)及びグラウンドアンカー工(L=10ｍ、L=9ｍ、L=8ｍ N=各 15 本)を施工しま

した。また、鉄筋挿入工、アンカー工を施工する為の単管足場(V＝4140 空ｍ3)を併せて施工した工事

で、いずれも急峻な長大法面での作業となる事から、法面、足場上からの転落・墜落災害と、足場の

倒壊災害の発生が懸念され、安全管理の重点項目として、当現場で実施した工夫について紹介します。 

 

 

2．現場での安全管理における工夫 

 

1) 転落・墜落災害の防止について 

①ライフラインの使用 

施工箇所は写真の通り、 断崖絶壁の崩落箇所での 

法面作業であることから、作業員の転落・墜落災害

の防止を最優先課題と考えました。 

  通常の法面作業は、作業員は１人１本の親綱(メイ

ンロープ)にロリップを取り付けて、法面にぶらさが

った状態で作業しますが、当現場では、万が一メイ

ンロープが切断したとしても大丈夫なように、親綱

２本の使用を義務付け、常に「メインロープ」と「ラ

イフライン」にロリップを取り付けて作業に当たる

ようにしました。メインロープに使用するロリップ

は、通常の支持ロープ２本タイプとし、ライフライ

「着工前の現場法面」 



ン用には１本吊り専用のロリップを現場で新たに購入して作業員各自に配りました。 

  「親綱２本の使用」の安全性を理解してもらう為、導入時及び新規入場者教育の際にその必要性に

ついて説明を行い、さらに使用方法について現場での安全教育訓練を行いました。また、毎朝のＫＹ

や現場でも常に繰り返し指導を行い、「付けないと作業できない」という現場の雰囲気を作り、作業員

の意識改革を図りました。 

  平成２７年８月５日に新設・交付された「ロープ高所作業についての規定」に先駆けて、本現場で

実施できたことは、非常に意義のあることだと思います。作業員も、最初はロープが２本になったこ

とで、作業性の悪さだけを口にする事が多かったようですが、次第に慣れてくると、作業に対する安

心感も増し、作業効率も徐々に１本使用時と変わらないくらいの向上が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②親綱の擦り切れ防止対策 

法面作業時の体を支える親綱は、まさに命綱といえます。親綱は地山との接触はもとより、擦れ防

止の為に設置する単管柵や、その組立部材であるパイプジョイント、クランプとの擦れによっても擦

り切れは発生します。当現場では、これらの親綱が接する箇所にカバーを設置し、擦り切れを防止し

ました。また親綱関連の日々の点検は、使用する作業員が各々点検表に基づき実施したほか、毎月１

度、予備である未使用のロープも点検し、確認済みのテープを貼る等、私達職員も常に気を配り、親

綱の更新、廃棄処分を行った事で擦り切れによる転落・墜落災害を防止しました。 

 

「親綱２本の使用」

「安全教育実施状況」

１本 

２本 

１本吊り専用ランヤード

支持ロープ ２本



 

 

 

 

 

 

 

 

③足場昇降時のセーフティブロック使用について 

  足場の組み立て時及び鉄筋挿入工の作業時には、階段状に組み立てられた単管足場を必ず昇降する

ことになります。足場は、鉄筋挿入工の進捗に合わせて、日々盛替えられていくため、今日は有った

足場が明日には無くなっている、という状態であることから、固定式の昇降設備を設けておくことが

難しく、梯子を足場に固定して昇降設備としました。そのままだと、背面への転落の可能性が高いこ

とから、転落防止対策として「セーフティブロック」を梯子１ヶ所につき１個設置し、昇降の際は必

ずセーフティブロックを自分の安全帯に取り付けてから、昇り降りするよう義務付けしました。ロリ

ップと同じように、朝のＫＹや現場での指導を繰り返すことで、「取り付けてから昇降」という意識付

けをし、転落災害を未然に防ぎました。 

 

 

④斜面の動態観測 

斜面に地山点検用のプリズムシートを設置し、ノ

ンプリズムのトータルステーションを用いて、毎日

地山の定点観測を行い、再崩落の危険がないか目視

点検と併せてチェックし、安全確保に努めました。 

 

 

2)足場の倒壊防止対策について 

アンカー工、鉄筋挿入工の作業を行う為の足場の組み立てが必要でした。前述の通り、急峻な長大

「擦り切れ防止対策」

「足場からの転落防止」

「地山の定点観測」



斜面での足場設置であり、最大で４５ｍ近い単管足場を組み上げることになります。そのため、入念

な倒壊防止対策を行う必要がありました。 

対策として、枠内モルタル吹付面下部の岩盤までグリップアンカーを打ち込み、それに「壁つなぎ」

をねじ込んで取り付け、その壁つなぎに単管足場の建地または根がらみを固定する方法で足場組立を

行いました。 

強固な足場の条件として、足元がしっかりしている事があげられますが、グリップアンカーの抜け

出しは、足場全体に影響を及ぼします。そこで、アンカー強度計算書を基に、打ち込み後に引張試験

を行って必要荷重を確認し、鉄筋挿入時の反力や足場に影響する風力等の計算から当現場なりの基準

を定め、吹付面に配置することで、より強度の高い足場の構築に努めました。その結果、３ヶ月に渡

る毎日の足場の組み立て・盛替え作業や、鉄筋挿入工等の作業において、倒壊事故を防止することが

出来ました。 

 

 

 

 

 

 

3.終わりに 

  「ロリップ２丁掛けなんて邪魔だ、めんどくせ

ー」という作業員の意識改革を出来たことが、無

事故・無災害での工事完成に辿り着いた要因では

ないかと思います。何度も何度も注意し、「耳にタ

コが出来る」と言われ、時にはぶつかり合いなが

らも、「より安全に作業ができるんだ」と言い聞か

せた結果、途中からは「親綱２本だと安心感があ

って良いな、次も使うわ、ありがとう」と言ってく

れました。この意識改革できた結果を、これから

の安全管理に活かし、更なる事故防止に臥薪嘗胆

していきたいと強く思います。 

  最後に、様々な問題に直面した際に、適切な助言及びご指導して頂きました、銅山川砂防出張所と

新庄河川事務所の皆様方に感謝し、御礼を申し上げまして終わりとさせて頂きます。 

「引張試験状況」

「足場の転倒防止」

「完成写真」(ドローンによる撮影) 
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